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1. 教材に込めるメッセージ 

放射線を学習する前は病院でのレントゲン撮

影や原子力発電所など特定の場所のみに放射線

が存在していると考えていた。しかし、放射線セ

ミナーを（九大・渡辺教授）受講し、放射線は目

には見えないが岩石中の物質や食品など身近な

物質からも放射線が放出されており、線量率は距

離の2乗に反比例することを知り驚嘆した。 

そこで私は身近に存在する放射線について測

定実験を行うことと放射線を観察することによ

って学習を行ってもらいたいと考えた。また、こ

の学習を行うことによって放射線に対して不明

瞭な不安や危険を感じるのではなく、正しく理解

したうえで危険性について知ってもらい、冷静に

対処してほしいと考えた。これらを達成するため

にMixed Reality（複合現実感：以下、MR）を用

いた対話的な学習環境の構築と放射線の可視化

により安全に振る舞いを理解できる教材の開発

を企画した。 

2. 教材の内容 

MRを用いて開発を行う。MRは現実空間にデ

ジタル情報を融合させる技術のことを指す。MR

によってデジタルの情報に直接触れることがで

き、現実空間との相互干渉が可能となる。これに

より、実際の放射性物質から放射線が出ているよ

うな表示が可能となり、直感的な学習ができる。 

本教材では実際の放射性物質に対して、コンピ

ュータで再現した仮想の放射線測定器で線量を

測定する。また、それぞれの放射性物質から放射

線が出ている様子を表現する。具体的には人工放

射性核種であるセシウム137、コバルト60からガ

ンマ線が出ていることやバナナに含まれるカリ

ウム40からガンマ線が出ている様子である。なお、

放射線の表示はPHITSコードによるシミュレー

ションデータを用いる。さらに、アクリル、アル

ミニウム、ステンレス、鉛の4種類遮蔽物を用い

ることで線量の変化を測定したり、計測器と物質

との距離で値が変化していく様子を再現する。 

本教材の活用は幅広く、MR空間上でプレイヤ

ーが主体的に実験したり、教材体験後のテストや

クイズに繋げたりできる。MRを用いることによ

って現実の情報と仮想の情報を効果的に融合さ

せ、新しいタイプの体験学習を行うことができる

点が本教材の長所である(図1)。 

 

図1 実験の様子(左:MR、右:使用中の様子) 


